
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

流
離
譚
（
新
潮
連
載 

昭
和
五
十
五
年
二
月
号 

 

三
月
号
休
み 

 
 
 
 

第
四
十
四
回
～
第
五
十
回 

 

昭
和
五
十
五
年
十
月
号
） 

 

新
潮
昭
和
五
十
五
年
二
月
号
は
流
離
譚
を
休
み
「
脱
走

者
の
兄
」
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
出
だ
し
は 

 

か
ね
て
か
ら
私
は
、
那
須
慎
吾
、
大
石
団
蔵
な
ど
と
一

緒
に
、
吉
田
東
洋
を
殺
害
し
た
あ
と
、
土
佐
藩
を
脱
走
し

た
安
岡
嘉
助
が
、
大
坂
住
吉
藩
陣
屋
に
勤
務
し
て
ゐ
た
兄

の
覚
之
助
や
道
之
助
と
出
会
つ
た
様
子
を
知
り
た
い
も
の



だ
と
思
つ
て
ゐ
た
。・
・ 

と
あ
り
ま
す
。
最
後
に 

覚
之
助
は
、
同
志
で
が
ほ
と
ん
ど
帰
国
し
た
あ
と
も
、

し
ば
ら
く
残
務
整
理
の
た
め
京
都
に
居
残
り
、
翌
九
月
に

土
佐
に
か
へ
る
と
同
時
に
、
「
類
族
預
」
と
い
ふ
こ
と
に
な

つ
て
、
獄
卒
の
監
視
つ
き
で
家
内
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
や

が
て
永
牢
入
り
に
な
る
。
一
方
嘉
助
は
吉
野
の
山
中
で
幕

軍
に
包
囲
さ
れ
、
手
甲
に
貫
通
銃
創
を
う
け
て
逮
捕
さ
れ

た
あ
と
、
翌
年
二
月
に
六
角
の
獄
舎
で
処
刑
さ
れ
た
。 

何
と
な
く
こ
れ
ま
で
を
ま
と
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
何



故
流
離
譚
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
の
か
、
思
っ
た
こ

と
を
再
掲
も
あ
り
ま
す
が
記
載
し
ま
す
。 

・
・
山
北
村
の
安
岡
の
家
に
藩
の
佐
幕
派
が
襲
撃
し
て

く
る
こ
と
で
も
想
像
し
て
・
・
と
あ
り
ま
す
が
、
恒
之
進

は
勤
王
攘
夷
の
考
え
は
あ
り
ま
し
た
が
、
武
市
の
勤
皇
組

織
に
血
盟
し
て
い
ま
せ
ん
。
藩
の
中
か
ら
改
革
を
考
え
て

い
た
と
思
い
ま
す
。 

嘉
助
の
脱
藩
に
関
連
し
て 

・
・
父
文
助
か
ら
嘉
助
が
脱
藩
し
行
方
不
明
に
な
つ
た

こ
と
を
知
ら
せ
た
手
紙
を
受
け
取
つ
て
を
り
、
・
・
《
四
月



廿
三
日
の
御
状
、
こ
の
間
相
達
し
、
拝
読
仕
り
嘉
助
候
。

嘉
助
儀
行
方
相
分
か
ら
ず
候
趣
、
さ
ぞ
さ
ぞ
御
心
配
な
さ

る
べ
く
、
御
悲
歎
の
ほ
ど
察
し
奉
り
候
。
・
・
》
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
文
助
日
記
に
脱
藩
＝
亡
命
に
つ
い
て
次
の
記

載
が
あ
り
ま
す
。 

文
久
二
壬
戌
年 

四
月
八
日
嘉
助
大
石
團
蔵
那
須
新
吾
坂
本
龍
馬
亡
命 

暗
殺
は
四
月
八
日
で
、
坂
本
龍
馬
の
脱
藩
は
三
月
二
十
四

日
で
す
の
で
日
記
の
四
月
八
日
は
記
載
し
た
日
付
で
は
な

く
、
暗
殺
事
件
が
起
き
た
日
付
で
し
ょ
う
。
日
記
に
記
載



さ
れ
た
日
も
近
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
知
ら
せ
は
文
助
の
従

兄
弟
（
本
家
平
四
郎
正
利
の
息
子
）
滝
助
正
定
《
用
人
久

万
へ
養
子
》
か
ら
得
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
後
も
日
記

に
久
万
か
ら
得
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
情

報
を
持
っ
て
来
た
時
、
次
の
嘉
助
の
歌
も
渡
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
。 

二
た
ヽ
悲
盤
る
く
へ
起
世
奈
ら
ぬ
我
身
を
も 

 

春
川
留
ハ
君
乃
御
為
奈
り
■
里 

文
助
は
嘉
助
の
自
筆
の
歌
を
、
四
坊
山
の
墓
に
彫
り
残
し

た
の
で
す
。
そ
の
拓
本
を
次
に
提
示
し
ま
す
。 



亡
命
の
記
録
に
続
い
て 

五
月
廿
日
覚
之
助
道
之
助
大
坂
よ
り
帰
ル 

と
あ
り
ま
す
、
こ
れ
に
つ
い
て 

・
・
住
吉
陣
屋
詰
め
の
勤
務
を
下
番
し
て
、
五
月
下
旬

に
は
土
佐
へ
帰
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
前
に
の
べ
た
や



う
（
＊
嘉
助
と
塀
越
に
嘉
助
に
会
っ
た
こ
と
）
謹
慎
を
申

し
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。・
・ 

と
あ
る
が
、
会
っ
た
こ
と
が
謹
慎
の
理
由
で
し
ょ
う
か
。

山
内
家
史
料
公
記
「
幕
末
維
新
第
三
編
上
安
政
六
年
～
文

久
二
年
」
に
住
吉
陣
家
に
動
員
さ
れ
た
郷
士
の
中
に
安
岡

覚
之
助
の
名
が
あ
り
脇
に
「
追
下
シ
被
仰
付
」
と
あ
り
ま

す
。
も
う
一
人
清
岡
道
之
進
も
追
下
シ
を
受
け
て
い
ま
す
。

清
岡
は
嘉
助
と
会
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
。
清
岡
道
之
進

は
元
治
元
年
二
十
三
士
（
野
根
山
二
十
三
士
）
の
リ
ー
ダ

ー
で
す
。
覺
之
助
は
京
都
で
武
市
の
檄
に
感
動
し
嘉
助
に



手
紙
を
出
し
て
い
ま
す
。
尊
王
攘
夷
の
活
動
へ
の
勧
誘
で

す
。
こ
れ
が
住
吉
陣
屋
で
広
が
る
の
を
藩
の
役
人
が
恐
れ

二
人
が
追
い
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

こ
の
罪
は
軽
い
の
か
半
年
後
、
覺
之
助
は
藩
の
指
示
で

京
都
へ
御
臨
事
御
用
で
行
き
ま
す
。
京
都
在
住
時
に
覺
之

助
は
島
村
寿
之
助
、
土
方
楠
座
衛
門
と
と
も
に
薩
摩
藩
邸

へ
那
須
信
吾
、
安
岡
嘉
助
の
処
遇
に
つ
い
て
お
願
い
行
っ

て
い
ま
す
。
受
け
た
願
い
に
つ
い
て
、
京
都
留
守
居
か
ら

六
月
廿
五
日
付
で
薩
摩
藩
の
上
司
へ
処
置
の
伺
い
の
手
紙

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 



こ
の
手
紙
は
流
離
譚
が
書
か
れ
た
後
に
、
龍
馬
記
念
館

で
展
示
さ
れ
公
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

流
離
譚
で
は
こ
の
事
実
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
覺
之

助
と
嘉
助
が
会
っ
た
と
し
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。 

・
・
嘉
助
の
こ
と
を
《
兄
に
因
循
論
を
笑
ひ
候
や
う
大
活

気
も
の
》
な
ど
と
い
ひ
な
が
ら
、
か
へ
つ
て
弟
に
対
す
る

愛
情
は
よ
く
出
て
ゐ
る
。 

覚
之
助
は
、
同
志
が
ほ
と
ん
ど
帰
国
し
た
あ
と
も
、
し

ば
ら
く
残
務
整
理
の
た
め
に
京
都
に
居
残
り
、
翌
九
月
に



土
佐
か
へ
る
と
同
時
に
、
「
類
族
預
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ

て
、・
・ 

那
須
信
吾
、
安
岡
嘉
助
は
八
月
十
三
日 

天
誅
組 

大

和
行
幸
に
参
加
し
、
こ
の
薩
摩
藩
へ
の
相
談
が
咎
め
ら
れ

て
か
覺
之
助
、
島
村
寿
之
助
は
高
知
に
戻
さ
れ
親
類
預
に

な
っ
た
の
で
す
。 

嘉
助
の
天
誅
組
へ
の
参
戦
は
、
覺
之
助
か
ら
嘉
助
に
送

ら
れ
た
手
紙
が
契
機
で
す
。
こ
の
手
紙
は
嘉
助
が
出
て
行

っ
た
後
、
家
に
置
い
て
い
き
、
こ
の
手
紙
（
次
頁
参
考
）

を
文
助
は
読
ん
だ
で
し
ょ
う
。 



流
離
譚
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
書
い
て
い
な
い
が
、
こ

ん
な
想
像
を
し
ま
し
た
。
文
助
は
手
紙
を
久
万
に
見
せ
て
、

暗
殺
実
行
迄
の
間
に
嘉
助
と
久
万
は
会
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

嘉
助
は
、
前
述
の
歌
を
久
万
に
渡
し
の
で
し
ょ
う
。 

嘉
助
の
葬
儀
が
覚
馬
の
呼
び
掛
け
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
久
万
は
参
列
し
て
い
ま
す
。
文
助
は
参
列
し
て
い

ま
せ
ん
。
覺
之
助
は
本
家
に
蟄
居
状
態
だ
っ
た
た
め
か
参

列
し
て
い
ま
せ
ん
。 

  



＊
＊
手
紙
の
写
真
＊
＊ 

他 見 無 用  

前 文 乃 常 此 間 武 市 半  

平 太 関 東 よ り 帰 り 当 方 仝  
寄 り 弥 太 郎 の 嘱 言 以  

我 等 を 尋 呉 れ 咄 承 

候 處 仲 々 東 武 之 形 勢 急  

に 色 濃 く 矢 張 幕 府 

昇 平 を 粉 飾 し て 一 時  

を 糊 塗 す る □ 姦 謀 の 樣 存 し  

奉 候 苟 も  神 州 ニ 

生 ま れ 稍 心 性 智 識 を  

存 し 候 も の 扼 腕 切 歯  

聲 ヲ 呑 ん て 竊 か 耳 

此 を 歎 せ さ ら ん や 實 ニ  

一 刻 も 安 楽 尓 と い 能 ら れ  

ぬ 時 節 諸 努 力 せ よ 

半 平 太 之 爲 人 兼 て 承  

知 候 ハ 能 得 共 此 程 之 好 男  

子 と ハ 存 し も よ ら ず 此 度 之  

義 憤 古 之 文 山 先 生 

ニ も 恥 ち ざ る の い き 込 を ミ ぞ  

此 上 ハ 務 メ て 士 心 を 鼓 舞  

致 し 壱 人 ニ テ も 同 志 之  

勢 古 し ら え 候 樣 實 ニ  

躬 命 を 拠 て 處 々 奔 

走 致 し 神 州 を 補 

繕 す る 丹 心 可 感 し ゝ 必  

ゝ 出 府 致 し 御 訪 時 勢 御  

聴 下 サ る べ き 候 若 し 参  

り 候 時 ハ 此 方 懇 ろ 耳  

尋 ね て 呉 候 一 禮 御 述 て  

下 サ る べ く 候 此 先 生 乃 膓 ハ  

仲 々 大 き く た の 毛 し く ゝ  

先 づ ハ 右 ば か り 匆 ゝ あ  

奈 か し こ  

     覺 之 助 

九 月 廿 六  夜  

 嘉 助 殿  

 



新
潮
流
離
譚
第
四
十
四
回
の
書
出
し
は
、 

大
石
円
、
通
称
弥
太
郎
は
、・
・ 

彌
太
郎
は
通
称
で
は
な
く
旧
名
、
明
治
の
改
名
で
圓
に

改
名
し
た
。
権
馬
が
諱
で
あ
る
正
徳
を
名
と
し
た
の
で
同

じ
時
期
で
あ
ろ
う
。
大
石
の
諱
は
元
敬
で
す
の
で
新
た
の

名
に
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
大
石
に
つ
い
て 

・
・
・
い
ま
は
大
石
に
つ
い
て
記
憶
を
持
つ
て
ゐ
る
の
は

年
長
従
兄
が
一
人
し
か
ゐ
な
く
な
つ
た
。
し
か
し
、
そ
の

従
兄
に
大
石
の
こ
と
を
訊
ね
る
と
、
従
兄
は
意
外
な
こ
と



を
こ
た
へ
た
。 

「
そ
れ
は
、
・
・
わ
し
は
、
ほ
ん
の
子
供
だ
っ
た
か
ら
、
一

人
で
西
座
敷
へ
行
つ
て
お
爺
さ
ん
が
刀
手
入
れ
を
す
る
の

を
見
よ
つ
た
て
も
、
・
・
・
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
年
長

従
兄
（
父
は
思
わ
れ
る
が
）
は
明
治
四
十
五
年
誕
生
で
、

大
石
は
大
正
に
は
現
在
の
高
知
市
内
に
移
っ
て
い
ま
す
の

で
、
従
兄
が
そ
の
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
の
は
疑
わ
し
い
。 

私
の
祖
父
が
大
石
の
訪
問
の
こ
と
を
記
録
し
た
日
記
を

紹
介
し
ま
す
。 

明
治
四
十
五
年
九
月
十
日 

火
曜 

曇 
豫
定 

済
し 



中
食
後
前
乃
池
で
鰻
を
つ
り
よ
つ
た
ら
大
石
圓
老
人
が 

来
ら
れ
刀
剣
ヲ
手
入
を
し
て
や
ろ
う
と
の
事
で
あ
つ
た 

お
頼
み
申
す
御
話
し
が
長
が
い
の
で
遂
ニ
二
刀
し
か
手 

入
が
出
来
上
ら
ず
本
夜
を
も
安
ら
る
。 

九
月
十
一
日 
水
曜 

晴 

豫
定 

済
し 

大
石
老
人
本
日
も
朝
か
ら
刀
剣
乃
手
入
を
す
る
く
毎
し 

少
し
昔
乃
面
白
き
話
を
し
て
聞
か
し
て
下
だ
さ
る
。 

午
後
四
時
頃
谷
迄
帰
ら
る
と
乃
事
ニ
て
見
送
り
た
り 

・
・
章
明
日
岡
山
へ
立
つ
と
の
事
で
藤
之
進
を
呼
び
本

夜
一
寸
飲
む
。
刀
剣
乃
事
は
大
分
手
ニ
奈
し
智
識
を
得
た
。 



刀
剣
を
二
■
三
よ
き
切
れ
あ
ぢ
の
も
乃
を
求
め
よ
と
乃 

事
を
□
□
ふ
進
め
ら
れ
遂
ニ
終
み
た
り
。 

こ
れ
を
読
む
限
り
、
安
岡
が
大
石
を
嫌
っ
て
い
た
と
は

思
え
な
い
。 

大
石
が
吉
川
を
離
れ
現
在
の
高
知
市
内
に
移
る
頃
、
お

上
に
来
て
次
の
書
を
残
し
て
い
ま
す
。
歌
か
ら
推
測
す
る

と
三
月
の
よ
う
で
す
。
「
西
宮
」
と
は
お
西
と
呼
ぶ
文
助
の

家
で
、
廃
墟
と
な
っ
た
家
の
庭
を
見
て
昔
を
思
い
出
し
て

歌
っ
た
の
し
ょ
う
か
。
年
齢
の
八
十
二
歳
を
満
と
す
る
と

明
治
四
十
四
年
で
す
。 



   
 
 
 
 

八
十
二
叟
圓 

西
宮
之 

 
 

ふ
里
多
累
（
ふ
り
た
る
） 

 
 
 
 
 

庭
の 

 
 
 

木
傳
似
（
に
） 

あ
王
（
あ
わ
）
ゆ
起
（
き
）
ち
ら
し 

 
 

鶯
の
な
九
（
く
） 

 



そ
の
後
の
日
記
の
大
石
の
記
事
を
抜
き
出
し
ま
す
。 



大
正
二
年
十
月
五
日 

日
曜 

晴 
・
・
・
二
時
頃
大
石
圓
御
老
人
ガ
来
ラ
レ
タ
今
日
ハ
例

ニ
依
ツ
テ
刀
剣
ノ
手
入
ヲ
シ
テ
ヤ
ロ
ト
ノ
コ
ト
余
リ
沢
山

御
依
頼
ス
ル
ノ
モ
ト
思
ツ
テ
二
本
丈
ケ
御
頼
ミ
ヲ
シ
タ
お

上
カ
ラ
モ
持
ツ
テ
来
タ
四
時
過
ギ
帰
ヘ
ラ
レ
タ
ｘ
モ
ハ
安

岡
権
馬
サ
ン
ノ
墓
ヘ
お
拝
テ
来
タ
モ
ノ
ダ 

大
石
は
現
在
の
高
知
市
内
に
住
ん
で
い
た
の
か 

十
月
十
二
日 

日
曜 

晴 

今
日
ハ
大
堀
輝
招
魂
社
ニ
テ
元
治
甲
子(*

元
治
元
年 

野
根
山
二
十
三
士
の
事
件)

年
代
ニ
殉
シ
タ
ル
志
士
五
十
年



祭
施
行
ニ
付
キ
安
岡
嘉
助
遺
族
代
理
ト
シ
テ
行
キ
タ
リ
大

石
老
人
モ
来
ら
れ
て
居
つ
テ
中
々
面
白
カ
ツ
タ
主
ナ
ル
知

名
ノ
外
下
ノ
士
ハ
皆
参
列
セ
リ 

生
活
は
苦
し
か
っ
た
の
か
、 

大
正
五
年
三
月
十
八
日 

土
曜
日 

天
氣 

晴 

寒
暖 

・
・
香
宗
野
村
某
、
野
市
近
森
雅
義
両
名
来
ル
要
事
ハ
大

石
圓
ギ
ノ
窮
状
ヲ
救
ハ
ル
為
メ
義
金
募
集
中
ナ
ル
ヲ
以
テ

応
分
乃
寄
附
ナ
リ
タ
シ
ト
ノ
事
デ
ア
ツ
タ
金
五
円
ヲ
依
テ

寄
附
ス 

 

大
正
五
年
十
月
三
十
日 

没 



第
四
十
五
回
の
書
出
し
は
、 

と
こ
ろ
で
、
大
石
弥
太
郎
が
チ
ョ
ン
髷
を
切
る
機
会
を

逸
し
た
最
大
の
理
由
に
は
、
富
永
有
隣
と
の
邂
逅
は
、・
・ 

大
石
は
写
真
が
残
っ
て
い
る
の
で
丁
髷
有
無
が
話
題
に

な
る
が
、
正
徳
（
権
馬
）
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
正
徳

が
明
治
七
年
甲
戌
九
月
書
い
た
「
趣
意
書
細
註
」
に
次
の

記
載
が
あ
る
。 

 
 

己
レ
ヲ
正
シ
以
テ
人
ヲ
正
ス 

一
衣
服
居
処
常
用
一
園
ニ
洋
俗
ニ
似
タ
ル
禁
ス
是
国
ノ

大
害
ハ
全
ク
此
ニ
在
ヲ
以
テ
ニ
氏
洋
制
洋
俗
ヲ
主
張
ス
ル



者
ハ
皆
天
位
ヲ
廃
シ
共
和
政
治
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ノ
賊
ノ

姦
謀
ヨ
リ
出
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
其
深
意
ヲ
解
セ
ス
シ
テ
妾
ニ

唱
フ
ル
ト
雖
ト
モ
賊
ノ
黨
類
ヲ
免
レ
ハ
旦
今
日
誅
ス
ル
所

ハ
国
賊
ノ
ミ
己
国
賊
ニ
似
タ
ル
所
ア(

注 

横
に
書
き
直

し)

リ
テ
彼
ヲ
誅
ハ
是
権
ヲ
妬
ミ
官
ノ
奪
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ

出
ル
所
な
る
か
如
シ
故
ニ
先
之
ヲ
巳
に
禁
シ
テ
而
メ
後
ニ

人
ノ
之
ヲ
行
コ
ト
ヲ
禁
遏
ス
是
ヲ
義
ト
言
フ
也 

・
・
・ 

こ
れ
を
書
い
た
前
に
散
髪
脱
刀
令
（
明
治
四
年
八
月
九

日
に
太
政
官
第
三
百
九
十
九
号
）
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
の



で
、
正
徳
は
髷
を
結
い
続
け
た
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
頃
、
富
永
有
隣
が
お
上
に
居
て
書
い
た
『
酔
霞
観

記
』
が
あ
り
ま
す
。 

 

酔
霞
観
ノ
記 

 

酔
霞
観
ハ
安
岡
氏
ノ
居
也 

 

眺
望
佳
絶
ノ
地 

 

清
切
ニ
シ
テ 

 

最
モ
暑
ク
避
ク
ル
ニ
宜
シ 

 

恨
ム
ラ
ク
ハ
営
構
未
ダ
善
ヲ
尽
ク
サ
ズ 

 

坐
ニ
風
景
ノ
半
ヲ
観
ル
ニ
劣
ル
モ
亦 

 

足
ル
ヲ
知
ル
ノ
意
カ 

東
西
ノ
峰
密
皆
竜
虎
猊
狗
ノ
形
ヲ
□(

な)

ス 

郊
勢
ハ
西
ニ
奔
リ 

 

海
勢
ハ
南
ニ
濶
ク
奔
ル
ガ
如
ク 

 



海
郊
ニ
及
ビ
秧
翠
ニ
面
ス 

 
茫
々
タ
ル
洪
涛 

 

山
林 
人
屋
浮
動
ス
ル
ガ
如
シ 

 

竹
ハ
黄 

松
ハ
翠 

 

風
過
グ
レ
バ
即
チ
琴
韻
ヲ
為
ス 

 

洋
潮
豪
斯
多
刺
里
ニ
摂
リ 

 

松
魚
絶
味 

 

復
珊
瑚
殊
ヲ
出
ス
白
帆
黒
煙
清
浜
ノ
樹
間
ニ
見
ユ
ル
ハ 

 

是
船
ノ
相
往
来
ス
ル
也 

 

余
□
然
ト
シ
テ
来
リ
宿
レ
ハ
佳
景
ニ
驚
キ
テ
曰
ク 

 

是
応
ニ
志
士
仁
人
ノ
氣
ヲ
養
フ
ベ
シ 

 

若
シ
此
ノ
観
無
ク
ン
バ 

 

豈
出
州
ノ
真
ト
蚊
ト
ニ
堪
ヘ
ン
ヤ 

 

況
ン
ヤ
安
家
醞
頗
ル
美
隣
家
時
々
琴
声 

 

甚
ダ
南
薫
ノ
愠
ヲ
解
ク
ヲ
覺
ユ 

凡
ソ
人
ノ
世
ニ
在
ル
ヤ 



平
素
宜
シ
ク
其
ノ
氣
ヲ
養
フ
ベ
シ 

所
謂
養
コ
ト
ハ
何
ゾ
ヤ 

  

こ
の
書
の
な
か
で
琴
の
音
が
聞
え
、
そ
の
こ
と
を 

お
上
で
「
眇
眼
痘
面 

状
貌
魁
梧
」
の
客
が
聴
い
て 

ゐ
る
と
も
知
ら
ず
、
広
い
家
の
中
で
一
人
、
無
心
に
ぴ
ん

し
ゃ
ん
と
琴
を
さ
ら
つ
て
ゐ
る
少
女
の
姿
が
眼
に
浮
か
ぶ
。

三
歳
で
父
恒
之
進
を
喪
ひ
、
間
も
な
く
母
と
も
別
れ
た
祖

母
フ
サ
は
、
こ
の
頃
す
で
に
本
家
か
ら
覚
之
助
の
次
男
乕

次
郎
（
正
風
）
を
養
子
に
迎
へ
て
ゐ
た
は
ず
で
あ
る

が
・
・
・
。 



フ
サ
は
幼
児
の
時
に
漢
字
を
習
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の

で
琴
は
習
う
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
房
は
明
治
に
な

っ
て
筝
曲
の
免
状
を
受
け
て
い
る
。 

筝
曲
表
組
傳
授
証 

授
業
師
坂
部
城
芳 

明
治
三
十
九
年
六
月
一
日 

安
岡
房 

生
田
流 

 

こ
の
琴
・
三
味
線
を
昭
和
三
十
二
年
古
物
屋
き
ん
こ
番
と
称
す
る

人
に
房
の
琴
及
び
三
味
線
の
古
る
を
賣
る
琴
は
虫
食
ひ
三
味
線
も
皮

も
引
け
消
し
て
居
る
直
ぐ
に
使
用
出
来
ぬ
と
の
故
賣
つ
た
。 

と
秀
彦
の
記
録
に
あ
り
ま
す
の
で
、
琴
を
さ
ら
つ
て
ゐ

た
の
は
、
少
女
で
な
く
源
右
衛
門
ま
た
は
、
覚
馬
の
寡
婦

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 



こ
の
項
最
後
に 

・
・
・
実
兄
恒
之
進
が
文
久
二
年
・
・
死
ん
だ
の
を
皮
切

り
に
、
実
弟
の
覚
馬
、
従
兄
の
嘉
助
、
覚
之
助
と
次
ぎ
に

死
ん
で
行
つ
た
有
隣
を
助
け
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
目
的
は

も
っ
と
他
に
あ
つ
た
ら
う
。
権
馬
は
池
知
退
蔵
と
二
人
で
、

長
州
の
前
原
一
誠
の
と
こ
ろ
へ
大
石
か
ら
何
か
重
要
な
手

紙
を
こ
と
づ
か
つ
て
出
向
い
た
こ
と
も
あ
る
ら
し
く
、
・
・ 

と
書
い
て
い
ま
す
。
何
を
目
指
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
明
治
政
府
が
実
現
し
た
社
会
で
な
く
「
本
当
の
尊
王

攘
夷
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
活



動
の
記
録
と

思
わ
れ
る
の

が
あ
る
。
「
安

岡
會
」
の
表

題
が
あ
る
紙

の
切
れ
端
が

あ
り
ま
す
。 

こ

れ

は

章

太
郎
が
襖
を

剥
が
し
て
取



り
出
し
た
資

料
の
一
つ
で
、

資
料
に
大
石

彌
太
郎
、
谷

作
七
な
ど
の

名
あ
り
、
会

費
の
取
り
ま

と
め
が
記
載

さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
會



に
大
石
彌
太
郎
は
欠
席
で
、
大
石
は
反
明
治
政
府
運
動
を

東
京
で
展
開
中
、
そ
こ
に
金
を
送
る
基
金
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
と
は
別
に
送
金
し
た
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

正
徳
は
、
尊
皇
攘
夷
か
ら
尊
皇
倒
幕
に
変
化
し
て
出
来

た
明
治
政
府
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
れ
を
見
越
し
て
戊
辰

戦
争
に
参
戦
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
石
も
戊
辰
戦
争

後
、
本
来
の
尊
皇
攘
夷
運
動
を
始
め
の
だ
ろ
う
。
表
題

「
庭
雀
戯
語
」
に
権
馬
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
あ
る
。 

封
建
の
治
体
了
復
し
て
土
崩
の
患
害
乎
救
ふ
へ
き
事 

凡
数
百
年
の
間
諸
侯
其
封
域
を
守
り
其
士
子
教
へ
其 



民
を
救
ひ
し
此
上
大
的
政
令
も
行
届
き
風
修
質
直 

な
を
し
・
・
・ 

そ
の
中
に
次
の
一
文
が
あ
る
。 

土
佐
の
國
大
石
圓 

誓
願
再
月
日 

前
後
を
読
み
正
し
く
解
読
が
必
要
で
す
が
、
大
石
カ
神

主
の
職
で
土
佐
を
離
れ
て
い
た
頃
、
大
石
の
復
帰
を
願
っ

た
文
で
は
な
い
か
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



第
四
十
六
回
の
書
出
し
は
、 

大
石
円
の
家
は
、
ノ
イ
チ
の
海
岸
よ
り
の
横
井
と
い
ふ

と
こ
ろ
に
あ
る
。
地
図
で
見
る
と
、
山
北
村
か
ら
は
ほ
ぼ

四
キ
ロ
、
し
か
し
山
裾
に
そ
っ
た
道
を
歩
け
ば
実
距
離
は

そ
の
倍
ぐ
ら
ゐ
で
あ
ろ
う
か
。 

・
・
・
大
石
円
の
家
の
直
ぐ
う
し
ろ
に
大
石
團
蔵
の
家

が
あ
っ
た
こ
と
だ
。 

と
大
石
の
家
と
安
岡
の
家
と
四
キ
ロ
離
れ
て
い
る
と
あ
り

ま
す
。 

明
治
二
年
の
山
北
村
本
田
新
田
領
知
根
居
帖 



権
助 

明
治
二
年
巳
八
月

 
 

 
 

に
次
の
記
載
が
あ
る
。 

  
「
大
石
弾
蔵
上
り
知
安
岡
覺
馬
作
式
買
」 

大
石
團
蔵
の
土
地
か
ら
の
収
穫
を
購
入
し
た
と
の
こ
と

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
耕
作
権
を
買
い
取
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
覚
馬
は
明
治
二
年
に
は
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

解
読
で
き
な
い
が
、
大
石
彈
（
団
）
蔵
の
家
と
何
ら
か
の

繋
が
り
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
次
の
文
章
が
あ
る
。 

・
・
団
蔵
は
明
治
三
年
で
は
な
く
、
慶
応
元
年
に
薩

摩
藩
の
留
学
生
十
五
人
の
な
か
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
英
国
に



渡
っ
て
ゐ
た
わ
け
だ
。 

こ
の
留
学
し
た
学
生
の
群
像
が
鹿
児
島
に
あ
る
が
、
当

初
は
高
見
な
ど
他
藩
の
二
人
は
群
像
の
中
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
追
加
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 第
四
十
七
回
の
書
出
し
は
、 

大
石
円
は
、
明
治
十
一
年
九
月
十
五
日
の
朝
、
裁
判
所

か
ら
突
然
呼
び
出
さ
れ
て
、
釈
放
さ
れ
る
。
大
石
よ
り
先

に
久
万
真
澄
が
釈
放
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
久
万
と
文
助

と
話
し
て
い
た
久
万
と
の
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ



れ
に
続
い
て 

権
馬
は
・
・
九
月
十
九
日
に
牢
獄
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
木

賃
宿
の
よ
う
な
旅
籠
屋
で
息
を
引
き
と
る 

と
あ
り
ま
す
。
一
月
か
ら
九
月
九
ヶ
月
の
牢
獄
で
す
。
「
余

獄
中
九
箇
月
」
で
始
ま
る
。
署
名
、
日
付
が
な
い
漢
文
の

史
料
が
あ
り
ま
す
。 

正
徳
の
考
え
を
書
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
字
が
整
い
、

衰
弱
し
た
正
徳
の
字
に
見
え
ま
せ
ん
。
誰
が
書
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
私
は
正
風
と
思
い
ま
す
。
思
想
的
に
正
風
は

正
徳
の
思
想
を
理
解
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 



 



山
北
の
家
に
明
治
十
四
年
発
行
さ
れ
た
「
攘
夷
事
情
」

と
維
新
直
前
の
歴
史
を
ま
と
め
た
本
が
残
っ
て
い
ま
す
。

正
風
が
購
入
し
た
と
考
え
ま
す
。
新
尊
王
御
攘
夷
運
動
を

展
開
し
て
い
た
明
治
八
年
に
正
徳
か
ら
正
風
へ
土
地
売
渡

し
た
次
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
大
石
、
正
徳
の
運
動
を
支

援
す
る
た
め
の
基
金
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

地
所
永
代
賣
渡
證
書 

 

安
岡
正
徳 

明
治
八
年 

安
岡
正
風 
、 

明
治
八
年
乙
亥
八
月
十
九
日
改
村
用
係 

 

隣
に
住
ん
で
い
た
同
志
、
遠
い
叔
父
、
甥
の
関
係
で
な



い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
正
徳
の
死
後
家
督
を
息
子
虎
一
郎

に
移
譲
す
る
願
い
の
文
書
を
役
所
宛
て
に
出
し
、
後
見
人

と
な
り
ま
す
。
松
山
の
牢
に
い
た
時
、
何
回
か
訪
問
し
正

徳
か
ら
手
紙
を
貰
っ
て
い
ま
す
。 



 



流
離
譚
は
「
道
太
郎
が
松
山
の
牢
獄
ま
で
面
会
に
や
っ

て
・
・
・
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
想
像
を
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
道
太
郎
は
土
陽
新
聞
で

坂
崎
紫
蘭
の
下
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
紫
蘭
は
小
笠
原
唯

八
の
傳
記
を
書
く
積
り
で
、
ネ
タ
探
し
で
小
笠
原
と
京
都

で
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
権
馬
（
正
徳
）
の
記
録
が
な
い

か
道
太
郎
に
相
談
し
、
道
太
郎
は
正
徳
の
日
記
存
在
を
知

り
、
参
照
の
許
諾
を
得
る
た
め
に
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
米
蔵
の
奥
に
隠
す
よ
う
に
仕
舞
わ
れ
て

い
ま
し
た
。 


